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特集　　「火星生命存在の 可能性」

火星生物は見つ かるか？

大島　泰郎 1

1．生命の起源

　現代の生命の起源学説は化学進化概念で起源を説

明する．1953年の ユ ーリー・ミラ
ーの実験以来，多

くの実証的な研究が行われ，地球上 で は 生命が化学

進化の結果自然発生 したとする仮説，すなわ ち物 質

の発展 の結果 と して原始生命が発生 したとす る考え

が広 く信じられ て い る．この仮説に よる と，環境 さ

え整えば地球以外の場所で も単純な物質か ら生命の

構成分子が合成 され，生命が組み 立 て られ て よい こ

とに なる．

　で は，必要な環境とは何であろ うか．おそ らく液

体の水の存在で あろ う．地球の生命は，水を溶媒と

する炭素化合物の化学機械 と見なす こ とが出来る．

炭素以外の元素を中心 とする化学機械 も考えられな

くはない が，たとえば炭素と化学的な性質の似通 っ

て い る珪素生物などは，比較的に宇宙で 存在量の 多

い 炭素を忌避して 珪素を選び出 して くる必要性が説

明で きない ことや，さらに珪素化合物の 沸点や溶解

度などを考慮に入れる と可能性が低く，宇宙で も（少

な くとも太陽系内で は）生命が存在するなら炭素系

生物と断定 して よい で あ ろう．

　 ミラ
ー

の実験を代表として ，メ タ ン や 二酸化炭素

などか ら有機物が合成され る反応に 関心が持たれて

い るこ とが多い が t 生命の起源を考える上で は 「合

成」より 「保護」の 方が重要で ある．す なわ ち，合

成された有機物が再び壊れて しまわない ように して，

よ り複雑な分子へ 「成長」出来る環境が必要で あ

る，原始地球上 で，その ような物質進化を可能とし

た環境は海で ある．海に溶け込むこ とによっ て，有

機物は太陽か らの紫外線や宇宙からの各種の宇宙船

に よる破壊か ら保護され，時間をかけて高分子 に重

合する機会に恵まれた．生命を生み 出した有機物が

地球で 合成 され たかどうか は 問題 で ない ．隕石や彗

星が原始の海に衝突 し，その際運んだ有機物が生命

の素材 となっ た シ ナリオも可能だから，原始有機物

の合成が どこ で あ っ たかよりもそれを保護する環境

が何 で あっ たか の方が重要なの で ある．

2．火星生命の可能性

　こ の様に考えて くる と，太陽系内の 他 の 天体上 に

生命が発生しうる必要条件は液体の水の 存在であ

る．こ の 立場から， 火星 は候補の
一

つ で あ る．バ イ

キ ン グ計画 に よる観測 な どか ら
， 火星 に はか っ て か

なりの量の水が存在したとされ，現在も極冠に は氷

が存在す るの で ，そ の 周辺 に は少量 の 液体 の 水の 存

在 も可能で あろ う，次の 問題 は 「時間」で ある，地

球上で は，今か ら40億年前 くらい に は 生命が発生 し

て い ると考えられるように なっ て きて い る の で
，

お

そらく原始 の 海が で きて か ら5億年 くらい の うち に

生命が発生 して い る．

　問題は 5億年が早 い の か 遅 い の ．か 誰 に も分 か っ て

い ない こ とで ある．多くの 研究者は直感的に，メ タ

ン などの単純な ガ ス か ら自己増殖能と代謝能を備え
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た細胞が出現するには長い 時間の物質進化の過程が

必要と思 い 込 ん で い るが，ア ミノ酸が出来て タ ン パ

ク質に類似 の高分子に発展する に は2，3日もあれば

十分で ある．タ ン パ ク質や核酸に似た分子が溶けた

海から，細胞が出来るのに 「億年」もの長い 時間が

必要だろ うか ？適切な材料が ととなっ たならば，生

命が発生するの に は一
夜 もあれば十分 で ない か．こ

の様な考えから，私は液体の水に有機物が溶け込む

環境さえある と こ ろ な ら，どこ に も生命が発生する

チ ャ ン ス がある の だと信じて い る．もちろ ん，火星

もその 一つ で あ る．

3，火星生物の証拠

　火星由来の隕石中に生命の証拠が認め られるとい

う報告は，正式にサ イエ ンス誌上 に発表される に先

立 っ て華 々 しく報道 され，世界中に シ ョ ッ クを与え

たようである．南極ア ラ ン ヒ ル ズで 拾われた隕石

ALH84001 は火星由来 とされ，13，000 年前に地球に

届い た．こ の 隕石 を調べ る と，火星 の 生物 の 存在を

示す三 つ の 証拠が見つ か っ たとい うの で あ る．た だ

し，い ずれ も弱い 証拠で ある．

　第一は ，フ ェ ナ ン トレ ン，ピ レ ン と い っ た多環炭

化水素の 存在で ある．たしか に，こ れらの化合物は

化石中に多い ．しか も，
こ れ が地上に届い て から，

岩石内部に 染み込んだの で ない こ とは，局地の 雪を

調べ たり，隕石表面と内部を比べ た りして否定して

い る．

　第二は，隕石中に見 られる炭酸塩鉱物の顆粒に磁

鉄鉱や硫化鉄力耽 着 してい るとい う，磁鉄鉱 もバ ク

テ リア の 化石が作 る こ とが分か っ て い る．

　第三は，炭酸塩顆粒の
．一部は，バ ク テ リ ア の 遺骸

の ような構造体で ある とい う．形態は球状 も桿状も

ある．

　炭化水素は化石に も多い が，オル ゲイユ だけで な

くマ ーチ ソ ン など炭素質隕石中か らも比較的容易に
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検出されて い る．マ ーチ ソ ンの場合は，今回 と同様，

多環炭化水素が主成分であり，こ れ らの化合物は非

生物的 に 合成 される こ とを示 して い る．だから，炭

化水素の存在はとて も弱い証拠である．

　磁鉄鉱や硫化物鉱物の全てが生物の作 っ たもの で

は ない から，これ らの 鉱物の存在は積極的に生命の

存在を示すもの で は ない ．生命が あ っ たとして
t 矛

盾 しない とい う程度の 証拠 で あ る，

　細胞の遺骸の ように見え る 「粒子」 も， そ の よ う

な形態を鉱物が とる こ とも知 られ て い るか ら，こ れ

だ けで は 生命 の 証拠 とい えない ．その 上 ，今回の 発

表で は細胞に して は大きさが小さすぎる．宇宙にお

ける細胞の大 きさの標準が分かっ て い るわけではな

い から ， 火星 の 生命の細胞が地球の 生物の細胞より

小 さい か らと言っ て，否定材料で ない と言わ れ るか

も知れない が，地球の生物の細胞が ほ ぼ 同 じオ
ー

ダ

ー
のサ イズを持っ て い ることは，宇宙の生物の細胞

もおお よそ同じ様な大 きさになるだ ろ うこ とを暗示

して い る．

　結論す る な ら
， 今回 の発見は 「火星に生命が か っ

て存在した 可能性を否定は出来ない 」とい うに留ま

る で あろ う，

　三 つ とも弱い 証拠だと述べ たが ， 同様な衝撃的な

報告は約30年前 ， 1960年代前半にもあっ た．オル ゲ

イユ 隕石（こ れは火星由来で ない ）中に化石様の構造

体（図 1）が見つ か っ た と報告 され，炭化水素も検出さ
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図1．オル ゲイ ユ 隕石中に 発見 され た微化石 様構造体の ス ケ ッ

チ．微 化石 で あ る可 能 性 は，の ち に 否 定 され た．
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れた．こ の発表は，生命の起源研究者など専門家は

大きな衝撃を受け，学術誌上で，また学会の席で激

しい論争が繰 り返 された．結局，「化石 で ない 」と

結論され 「泰山鳴動して ネズ ミ
ー

匹」とい う結末と

なっ た．今回はそうならない こ とを祈 っ て い る，

4．今何をすべ きか？

　火星生命が発見された ら，驚くこ となの だ ろ う

か ？火星より遠い 小惑星帯起源と思われる隕石中に

ア ミノ酸や核酸塩基などが検出され，火星 に はか っ

て海や川など大量の液体の水が存在 した ことも分か

っ てい る．そ んな環境の下 で生命が発生するの は当

然であるこ とは，専門家なら十分承知 して い るは ず

なの に ！

　とはい え，火星に生命が存在した確かな証拠（今回

の 報告は確 かな証拠を提示 して い ない ）が見つ かるな

ら，エ キサ イテ ィ ング な発見である，太陽系に 二 つ

も生命を宿せる惑星がある なら，多の惑星系にも多

種の生命が存在するはずで ある，こ の宇宙は生命に

満ちあふ れて い るこ とに な り，ロ 探しも熱が こ もる

こ とに なろう．

　確かな証拠が揃 っ たときで も， ケチ をつ けられ る

可能性がある．火星から石が飛ん できたように，地

球の石が火星に届き，その 際，バ クテ リア が一緒に

運ばれた．今回の 火星隕石はか っ て地球から出て い

っ た地球バ クテ リア が里帰りしたに過ぎない の で な

い か．確率は低い が，こ の 可能性は残る．

　火星固有の 生命があっ たなら，生命の研究者に は

楽 しい 謎解きが始まる．地球の 生物は左手型の ア ミ

ノ酸を用い る．火星 の 生物はどうだ ろうか ？もし，

同じように左手型ア ミ ノ酸であるなら
，

生命はなぜ

左手型ア ミノ酸で なければならない の か，その必然

的理由をもっ と真剣に推理する必要があろ う．地球

上 の生物は，20種の ア ミノ酸か らタ ン パ ク質を合成

す る．たとえば，オル ニ チ ン とい うア ミノ酸はわれ
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われ の体内にた くさんあるの だが ，
タ ン パ ク質を作

る ときは使わ ない ．しか も，なぜ 20種なの か，なぜ

オル ニ チ ン を使わない の か などは説明がつ い て い な

い ．火星生物の タ ンパ ク質を構成する ア ミノ酸が ど

んな組み合わせ なのか ， そもそもタ ン パ ク質を使っ

てい るの か謎はつ きない ．

　とはい え， 今回の 証拠は弱い ．それを補強するに

は ， もっ と多くの火星の 試料が欲しい ．火星 の 生 物

がどちら型 の ア ミノ酸を用い て い たか，火星生物の

生化学を調べ るにも， もっ と多くの火星の 試料が必

要で ある．結局，今すべ きこ とは
， 今回の結果を議

論する こ とで はない ．火星 の試料を入手する方法を

議論すべ きなの で ある．
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